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身体的拘束とは

医
療
ト
ピ
ッ
ク
ス

　チームは、院内の身体的拘束の状況把握と身体的拘束解除の
検討やスタッフへのアドバイスの実施を目的として設置された
多職種によるチームで、医師、看護師（管理、医療安全、認知
症ケア、病棟担当など）、薬剤師、作業療法士、事務員で構成
されています。
　当院では身体的拘束を行わないことが原則となっています。
しかし、患者さんの生命または身体を保護するため、緊急でやむ
を得ない場合、例外的に次の三原則をすべて満たす場合に限り、
医師の指示のもと適切な方法で身体的拘束を行います。

身体的拘束最小化チームの取り組み

患者さんの入院生活の自由と
尊厳を守るために

　厚生労働省からの身体的拘束最小化に対する指針を受け、当院では複数回の小ワーキ
ングの実施を経て、2025年6月に身体的拘束最小化チームを立ち上げました。患者さん
の安全確保のため緊急やむを得ない場合を除き、原則、身体的拘束等の行動制限は行わず、
また、やむを得ず身体的拘束を行った場合には、患者さんに与える苦痛を最小限にでき
るよう取り組みます。

日鋼記念病院の身体的拘束最小化チーム

① 切迫性　：患者本人または他の患者等の生命又は身体が危険にさらされる可能性が著しく高いこと 

② 非代替性：身体的拘束その他の行動制限を行う以外に代替する治療・看護方法がないこと

③ 一時性　：身体的拘束その他の行動制限が一時的なものであること

チーム介入により身体的拘束の解除に繋がった事例

点滴の管を抜かないようにミトン型手袋をしていたＡさん事例1

Aさんは、食欲がないため点滴をしていました。病院食を摂取
できていなかったため、「どうにかAさんに食事を食べてもら
えるようにできないだろうか？」と、チームで相談しました。
Aさんの好物を家族に確認し、差し入れをしてもらいました。
Aさんは喜んで食べはじめ、病院食も食べることができるよう
になり、点滴が不要になりました。

安静が必要だが歩行しようとするため、安全ベルトを使用していたＢさん事例2

治療上、歩行は禁止されているＢさん。認知症で状況の把握
が困難で歩行してしまうため、安全ベルトで車椅子へ固定さ
れていました。チームで関わりを考え、定期的にトイレに
案内できるよう「治療中のため歩行できません」と記載した
用紙をベッドサイドに貼りました。Ｂさんは安全にトイレに
行けるようになり、また、状況の判断が可能になったため、
安全ベルトを外すことができました。

身体的拘束「点滴チューブを抜いたり皮膚をかかないよう
ミトンをつける」の解除に繋がった

身体的拘束「徘徊・転落しないように、車椅子や椅子、
ベッドにからだを固定する」の解除に繋がった

患者さんの自由を制限し、尊厳を阻む行為
…… 身体の拘束や、薬物による過度な鎮静など

徘徊・転落しないように、車椅子や椅子、
ベッドにからだを固定する

自分でベッドから
降りられないようにする

点滴チューブを抜かない
よう四肢を固定する

点滴チューブを抜いたり
皮膚をかかないよう
ミトンをつける

脱衣やおむつ外しを
制限する介護衣を着せる

行動を落ち着かせるために
向精神薬を過剰に服用させる

立ち上がりやずり落ちないように、
からだを固定したりテーブルをつける

整形外科でのシーネ固定

身体的拘束とはみなされない行為

離床センサー
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老人保健施設母恋の基本理念「私たちは、みなさまを
社会の先達として尊重し、敬います。」を体現するた
めの取り組みとして、介護ロボット見守り支援の活用
があります。

「身体的拘束」は、介護保険法に基づいた運営基準上、「身体的拘束その他入所者（利用者）の行動を
制限する行為」であり、入所者（利用者）の「生命又は身体を保護するため、緊急やむを得ない場合
を除き」行ってはならず、原則として禁止されています。

センサー内蔵ベッド導入後の効果

利用者さんだけでなく、ご家族のみなさまにも安心していただけるよう努めています。

見守りの支援
カメラや常時監視を行わず、体動・離床などを非接
触センサーで検知することで、見られている感覚を
減らし、プライバシーを守る。

不要な声かけ・介入を減らす

排泄･転倒の予防による羞恥心の軽減 本人の生活リズムを尊重
睡眠や覚醒パターンを
把握し、“管理される
介護” からの脱却

「大丈夫ですか？」
と頻繁に確認されるストレスを軽減

● 無理に起こさない
● その人らしい
　 生活時間を維持

● 離床予測で転倒を防止
● 排泄タイミングを推定し、失禁を減らす事で
　 失敗体験を減らし、自尊心を保つ

2023年5月導入

フェンスは開口部を設け、
利用者さんが脚を降ろしたり
立ち上がったり、自由に過ご
すことができます

センサー内蔵ベッド
利用者さんの
「その人らしい」
暮らしを実現

センサー内蔵ベッドで利用者さんの“尊厳を守る”センサー内蔵ベッドで利用者さんの“尊厳を守る”

ほぼ全てのベ
ッドが

センサー内蔵
ベッドに

導入数なんと
100台！

従 来

センサーマット
クリップ式センサー
赤外線センサー

身体的拘束最小化チームの

ワーキングレポート

病棟のカンファレンス室で情報共有や、今日のラウンド
対象の患者さんに関する情報を確認。

13：45　チーム活動スタート

実際に患者さんのところへお伺いし、入院の状況や患者さんの身体の状態を確認。身体を拘束しな
くても、患者さんが安全に入院生活を送る方法があるのではないか？と議論します。

14：00　ラウンドスタート

今回のラウンドの結果の総括や、院内外で収集した情報
の共有や当院での展開の可能性などについて議論します。

14：30　カンファレンス

この日はこんな会話が繰り広げられていました

患者さんの身体の状態や疾患も含めた
背景を知ることが身体的拘束解除の大切な第一歩。
ポジショニングや本人の意思も確認しながら

ベストを尽くそう

2月上旬に実施された身体的拘束最小化チームの
ラウンドとカンファレンスの様子をレポートします。

◆ ラウンド ………… 病棟をチームで確認しに行き、ベッドサイドなど
 で改善方法を検討する
◆ カンファレンス … チームスタッフが顔を合わせて打ち合わせする

病院で勤務するすべての職種の人たちが
「身体的拘束の解除は重要なことだ」と考え、

取り組み続けていくことが大切ですね

誰のための拘束なのか立ち返り、
拘束解除を実行しようとするスタッフの

背中を押すチームに！

ミトンを使わなければ
ならないのかな？ 手の状態から

動かしたくなるのかな？

老人保健施設母恋のとりくみ
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がん検診を受けましょう
健
診
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

変わらぬ笑顔で毎日を過ごすために

春は

健診シー
ズン

室蘭市・登別市で実施している各種がん検診

がん検診は、がんによる死亡率を減少させる確実な方法の一つで、適切な年齢と間隔での受診により
早期発見・早期治療につなげることができます。健康を維持するためには、全身の状態を知る「健診」と、
がんのリスクや有無を調べる「検診」の両方を組み合わせることが大切。国が推奨するがん検診は、
自治体の補助により自己負担額を抑えることができ、当院では特定健診や会社の健診などとの同日
受診が可能です。ご希望の方はご予定の健診受診日をお伝えの上、お申し込みください。

両市にお住まい（住民票がある方）で、対象年齢の条件を満たしている方は、下記の自己負担金で
がん検診を受けることができます。（年度内1回限り）

すい臓
ドック

45,100円 MRIによるMRCP（MR胆管膵管撮影）、腹部CT、
血液検査（DUPAN-Ⅱ、CA19-9、アミラーゼ）

検査内容

早期発見しにくく、自覚症状がある頃には進行している場合が多い「すい臓がん」。 
体への負担が少ない検査でリスクを可視化します。

血液検査（アレルゲン39項目）検査内容

ハウスダストや花粉などアレルギーの原因となる物質（アレルゲン）への反応の有無を
調べます。鼻水・鼻づまりなどの鼻炎症状や、かゆみなど皮膚症状がある方はぜひ一度
原因を調べてみませんか？

アレルギー検査
View39
12,980円

アレルギー検査
View39

種 類

前立腺がん検診
（室蘭市のみ）

子宮がん検診
乳がん検診
大腸がん検診

胃がん検診

肺がん検診
40歳以上

対象年齢

50歳以上

40歳以上
50歳以上
40歳以上
40歳以上
20歳以上

50歳以上

検査内容 自己負担金
600円

1,200円

2,900円
3,900円
1,100円
2,200円
1,700円

1,100円

胸部レントゲン検査

胸部レントゲン検査・喀痰検査

胃部レントゲン検査（バリウム検査）
胃部内視鏡検査（胃カメラ検査）※
便潜血反応検査
乳房Ｘ線検査（マンモグラフィー）※
子宮頚部細胞診※

血液検査（PSA検査）

喀痰検査は、痰が出る方で1日の喫煙本数×喫煙年数が600以上の方が対象

※：偶数年度は偶数月、奇数年度は奇数月生まれの方が補助対象者になります

健康診断にワンプラス！おすすめ検査のご紹介

ご予約･お問い合わせ 健診センター　TEL 0120-257-457（平日8:30～17:00）
WEBの申し込みフォームからは
24時間受付しています

（翌営業日に返信）

2023年9月に第1回が行われた健康教室「にっこう健康ゼミナール」。2025年度は新たな試みとして、
「出張ゼミ」をスタートしました！ 出職員・住民の病気の予防、安全教育、体づくりなど、企画に
合わせたテーマを一緒に考え、地域の皆さまの健康意識の醸成に貢献します。

「出張ゼミ」を ご活用ください

参加者の年齢層や性別、地域や企業が抱える問題をもとにテーマを提案いたします。
参加型（運動、ワークなど）や講義型など、ご希望の形式にも対応します。お気軽にご相談ください。

広報渉外課　TEL 0143-24-1331（平日8:30～17:00）

2025年度の実施のようす

お申込み･お問い合わせ

にっこう ゼミナール

企業への派遣

安全教育として「熱中症予防」や
「転倒防止」などを選定。

講師と参加者さんの距離が近いのがポイント。参加者の皆さんが楽しみ
ながら学べる時間になるよう、ゲームや会話要素を中心にしました。

町内会・老人クラブへの派遣

講座型（大規模）

50名以上の大規模な企画では、過去の開催ゼミのテーマに
おける実施ほか、開催趣旨に合わせたプログラム検討も行い
ました。

宮の森・知利別地区福祉協議会

室蘭市社会福祉協議会
ボランティアの集い

室蘭港立市民大学登別ときめき大学



当法人のニュースやトピックス、おしらせなど
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診療体制の変更について
以下の診療科で診療体制が変更となります。徳洲会グループでは地域医療に対してかねてよ
り応援医療の体制を取っており、高い医療を継続して提供することに注力してまいりました。
新たな体制となりますが、地域の皆さまに安心して通院いただけるよう尽力してまいります。

おし
らせ

室蘭元気づくり暮らし応援祭にブース出展しました参加
報告

介護福祉機器等関連産業参入研修会in室蘭に参加しました
1月20日(火)、公営財団法人 北海道科学技術総
合振興センター（ノーステック財団）主催「介護
福祉機器等関連産業参入研修会in室蘭」がFK
ホールディングス生涯学習センターきらんで開催
されました。今回は老人保健施設母恋と看護小規
模多機能型居宅介護つむぎの職員が参加し、オン
ラインを含む約36名の方へ両施設と現場で直面
する様々な事例を紹介。質疑応答の後には、参加
者らと積極的な情報交換が行われました。

参加
報告

● 外　科 ……… 常勤医２名のほか、２名の応援を受け、計４名での診療体制となります。
  ４月以降も、通常通り入院・手術や外来診療を行います。
  乳腺外科は週１回 乳腺外科出張医による診療体制となります。

● 小児科 ……… 現在、患者さんの紹介入院に制限を行っております。
  ４月以降の入院は、新生児・小児ともに近隣の医療機関へ紹介させていた
  だく場合がございます。
  なお、一般・専門外来については、４月以降も通常通りの診療を予定して
  おります。

● 呼吸器内科 … 医師の退職に伴い、３月より呼吸器内科の新規患者の受付を停止すること
  となりました。呼吸器疾患について確定診断をお持ちの方は、専門の医療
  機関への通院等をお願いいたします。
  なお、風邪症状や肺炎といった呼吸器症状につきましては、現在と同様、
  地域・かかりつけ医療センター（内科外来）にて引き続き診察いたします
  ので、ぜひご相談ください。

レシピカードを配布していますおし
らせ 過去に当誌で紹介した栄養通信の内容を再編し、レシピカード

として配布を開始しました。毎日の食事の献立づくりから、
食事に関するお勉強まで、管理栄養士の
アイデアが詰まったカードです。
ファイリングして、毎日の暮らしにぜひ
ご活用ください。

第36期生卒業証書授与式を行いました … 日鋼記念看護学校開催
報告

1月17日(土)、18日(日)に株式会社PekPekが主催する「室蘭元気づくり暮らし応援祭」が
スーパーアークス室蘭中央店イベント広場にて開催され、両日に渡って当院がブース出展をし
ました。今回は子供用白衣体験のほか、リハビリ
スタッフによる健康チェック、管理栄養士による
栄養相談とレシピ配付を行い、延べ170名以上の
方にご来場いただきました。職員と地域の方々の
積極的な交流が行われ、「体力測定の結
果が思ったよりも良くて安心した」
「今日買ったお野菜で料理してみま
す」などの声が寄せられました。

日鋼記念看護学校 卒業証書授与式が、3月6日(金)に行われました。今回はコロナ禍明け初め
て、卒業生59名を含む全学生と保護者が出席したほか、来賓もお迎えし、多くの方々にご参
列いただきました。式では、伊藤学校長がナイチンゲールの言葉を紹介しながら「看護を患
者さんの命・健康を守る使命をもつ看護職としての覚悟を持ち、自分を見つめ学び続けてほ
しい」と卒業生へエールを送りました。
また、大橋理事長からは「患者さんや
そのご家族が最も信頼するのは看護師。
今日の気持ちを忘れずに頑張ってほしい」、
本部・坂本教育部長からは「看護の仕事
は人に寄り添い、安心と希望を提供する
仕事。得た知識・技術をもとに、温か
さを持ったプロフェッショナルに成長
してほしい」との言葉が送られました。

自動採血管準備装置新機
導入

（左）装置本体
（右）受付機と患者さん呼び出しモニター

患者さんの待ち時間短縮と誤認防止のため、中央採血室に「自動採血管準備装置」を導入し
ます。これまで職員が手作業で行っていた採血準備を自動化するもので、より正確でスムーズ
な採血業務を機械がサポートします。

患者さんが中央採血室待合エリアにある受付機に診
察券を通すと、番号レシートが出力されます。採血
準備が整うと、患者さん番号が呼び出しモニターに
表示される仕組みとなっています。
当院では今後も、患者さんに安心して受診していた
だける医療環境づくりに取り組んでまいります。

3月下旬稼働開始
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上田病院 ● 内科 ● 胃腸内科 ● 循環器内科
● リハビリテーション科 薬膳と発酵のお店 マルクマ

● 日鋼記念病院の思い出があれば教えてください
ご来賓の先生へのお弁当としてご注文いただいたことがきっかけとなり、2025年11月からレストラン跡地でのお弁当販売
の機会をいただきました。たくさんの方が訪れ、笑顔でお弁当を購入いただけていてとても嬉しく思っています。美味しい
とお声がけいただいたり、毎週購入してくださる方も増えてきており、とても励みになっています。

にっこう健康ゼミナール

3月25日(水) 14:00～15:00開催日時

室蘭市市民会館 2F会議室開催場所

広報渉外課問合・申込

ホームページ

 （平日 8:30～16:30）

第16回
テーマ

X（旧ツイッター）

Instagram

YouTube

好評配信中! SNS好評配信中! SNS

医療法人
社団

0143‐24‐1331

● おばんざい
● お弁当

医療･健康情報医療･健康情報
道内にお住まいの方 （ご家族も可）対 象 者

地域医療研修センター
開催場所

がん相談支援センター

お問合せ

開催日時 4月1日(水) 
Zoom締切 4月1日(水) 10:00

13:30～15:00

5月13日(水) 
Zoom締切 5月12日(火) 17:00

13:30～15:00

くじらん健康ポイント対象くじらん健康ポイント対象

 （担当：志摩）

ほか

ほっとほーむがんサロン
参加料
無料

途中休憩あります

参加料
無料

予約
不要

 対面•WEB開催

（当院1F ）

LINE
講　師 係長 川口 奈央

定員
80名介護のあれこれを学ぼう

上田 哲史  理事長 /院長

地域包括支援センター 母恋

対面
予約不要

● お店のことを教えてください
当店は薬膳と発酵をテーマに “体にうれしい居酒屋ごはん” が楽しめるお店
として、2022年12月にオープンしました。米麹など発酵の力を取り入れた
おばんざいや、季節の素材を活かした料理を提供しており、しっかり食べた
いときは定食、おばんざいで軽く一杯など、お客さんの日常に寄り添うこと
ができるような温かなお店づくりを心がけています。お酒だけでなく、ビネ
ガードリンクなどの発酵系ドリンクの取り扱いもあり、料理に合わせて選ぶ
楽しさも感じていただければと思います。

● お弁当販売にも力を入れていますね
元々は店舗ではなく、お惣菜やお弁当の販売の形態からお店がスタートして
いるんです。そのため現在は店舗営業と並行して、道南バスさんでの販売の
ほか、地域のマルシェやイベント等に出店することもあります。お弁当につい
ては１個からの配達にも対応していますので、個人の方にもぜひお試しいた
だきたいです。メニューはInstagramに掲載しているのでご確認ください。

● 日鋼記念病院との連携について教えてください
当院の看護師長は日鋼記念看護学校の卒業生で、そのエッセンスがちりばめられたケアが当院でも実践されています。
また、かねてより日鋼記念病院とは紹介・逆紹介の連携を行っており、特に慢性期にある患者さんをご紹介いただいて
います。送迎には当院の車両を使用し、患者さんが安心して転院できるよう努めています。

18:00～22:00営業

店舗情報 室蘭市中島町1丁目16‐1

不定休定休

PayPay利用可能支払

所在地

Instagram

● 病院のことを教えてください
当院は1982年に開設した療養型病院で、患者さん一人ひとりに合わせた医療と
療養を提供しています。寝たきりで身体を自由に動かすことができない患者さ
んの外出支援や、一時的な帰宅希望への対応など、医療的ケア以外にもその方
のニーズを把握しながら対応することで、心やすらぐ時間を提供しています。
また、病棟には慢性期9区分16行為に対応する特定行為認定看護師が複数在籍
しており、患者さんにとって安心できる入院生活となるよう、適切なケアの
提供に努めています。
外来では標榜する内科、胃腸内科、循環器内科、リハビリテーション科の診療
のほか、各種予防接種や健診にも対応しています。

診療情報 室蘭市東町2丁目24‐6所在地 TEL 0143‐44‐3690

診療時間
9:00‐12:00

祝祭日休診

午前～11:50まで
午後～17:20まで 15:30-17:30

月
●
●

火
●
●

金
●
●

水
●
●

木
●
●

受付

土
●
-

日
●
-

予防接種・健康診断は予約制です。9:00～11:30/13:30～16:30

日本文化を体験することで外国人籍スタッフ
たちは入所者さんへの理解を深めています。

（写真は成人式への参加の様子）

● グループホームの運営にも力を入れていますね
グループホームは、認知症の方を対象に少人数で共同生活を送る場で、現在
当法人では室蘭に2件、登別に1件の施設を運営しています。認知症支援の専門
スタッフ（介護支援専門員、介護福祉士）が常駐しているほか、2023年からは
介護士として外国籍の方を採用しています。外国籍スタッフは全体で30名が
在籍しており、介護福祉士資格の取得にも意欲的な方が多く、入所者さんへの
ケアを通じて日々成長しています。

グループホーム

ゆうゆう
（室蘭）

たんとん
（室蘭）

あいあい
（登別）

終了後に無料相談コーナーを設けます〈認知症・在宅ケア・介護保険システム〉

代表電話

直通電話 0143‐22‐2225

▼ 当院でのお弁当販売のようす

彩り豊かなお弁当は栄養バランスがバッチリ
オードブルにも対応しています

※営業日および出店情報はInstagramを
　ご確認ください

1987年 日本医科大学卒、室蘭市出身。
先代より引継ぎ、1995年3月から現職。



3月
現在 0120-257-933

予約に関するお問合せフリー
ダイヤル 月～金    8:30～10:30当日

月～金  14:00～16:00翌日以降
最新情報はこちら外来診療表

日鋼記念病院
外来診療表
日鋼記念病院

※ 混雑時、一般受付の患者さんは当日の受診ができない場合があります。 その際は、後日の予約対応をいたしますので、ご了承ください。
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